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道路設備の落下防⽌装置
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⼤型道路設備の主吊構造部が脱落などした際に⽣じる衝撃荷重を緩衝装置などにより緩和し、
道路設備の落下を防ぐことができる補助吊構造を設けた落下防⽌装置

道路設備の落下対策のフェールセーフとして通常の懸架部分の機能が失われたとしても落下しないよう別の補助吊構造を設ける⽅法がありま
すが、その補助吊構造部には通常の荷重負荷をかけないように余⻑を持たせています。
しかしその余⻑により落下時に落下速度が⽣じ補助吊構造部に⼤きな衝撃荷重がかかることとなります。それにより補助吊構造部には主吊構
造部より⾼い強度が必要となり、特に重量のあるジェットファンでは問題となります。

①主吊構造とは別に独⽴した吊構造とし、通常時は荷重をかけない。

上記①②とすることで主吊構造部より同等以下の強度の仕様とすることが可能となります。

これまでの技術と課題

新技術

②落下時に発⽣する衝撃荷重を緩衝させる緩衝装置を設置。
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落下防⽌構造としての補助吊構造⽀持装置に以下の機能を持たせる。

主吊構造部
機能損失による落下

⾚⾊：補助吊構造部

主吊構造部
機能損失による落下

施⼯事例では、緩衝装置にゴムと
衝撃荷重を吸収する装置を⽤いている。

ジェットファン
落下による衝撃

衝撃荷重の緩衝
ジェットファン


